
参画機関：名古屋大学、精神・神経医療研究センター、奈良先端科学技術大学院大学、量子科学研究開発機構、豊橋技
術科学大学、ヘルシンキ大学、テュービンゲン大学、カーディフ大学、マサチューセッツ工科大学、カリフォルニア大学
アーバイン校、デューク大学、ノースカロライナ大学、シンガポール南洋理工大学、香港科学技術大学

採択大学：藤田医科大学（強化を図る機能：①、②）

取組内容の概要

連携大学：浜松医科大学、生理学研究所、岐阜薬科大学

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

未来社会を創造するサステナブル研究

独創的・革新的な研究に挑む多様性に富んだ

人材の育成とキャリアパス形成

J -PEAKSや間接経費 ,
本事業収益 ,  病院収益など
経営リソースの投下

イノベーションセンター

創薬・診断薬、機器開発企業、
スタートアップ企業が入居

賃料
研究費

知財導出

橋渡し
研究シーズ
探索センター

AIを用いた
ドラッグ
スクリーニング
体制

岐阜
薬科
大学

新規
化合物
合成展開

リード
化合物

スタートアップ

臨床
応用

アントレ
プレナー教育

新規
化合物

精神・神経病態研究拠点
ラボ整備・先端機器整備による
研究力強化、ネットワーク強化

システム改革推進

アドバイザリー・ボードの設置

留学生と外国人研究者の受け入れと支援強化

国際シンポジウムと海外講師によるレクチャーの開催

デューク大
サテライトラボ

ヘルシンキ大
サテライトラボ

国際シンポ開催

ダッカ大
協力拠点

上海交通大
協力拠点

若手研究者の海外派遣による頭脳循環の強化

藤田医科大学
ホノルル事務所南洋理工大

協力拠点

大学のグローバルブランディング

若手教授とジュニア
PI

研究医養成プログラム

デ ー タ サ イ エ ン テ ィ ス ト
育 成 プ ロ グ ラ ム

研 究 技 術 員 養 成
プ ロ グ ラ ム

大学院生・留学生
支援プログラム

優秀な研究技術員を
確保するため職階を制定して
正規雇用化、待遇改善

主任研究技術員

主幹研究技術員

上席研究技術員

研究技術員

正
規
雇
用

• バイオインフォマティクス
• AI解析
• 数理モデル
• データベース作成など

データ駆動型研究を実践

・積極的に若手
教授を登用

・ジュニアPI 
を採用

医学研究科博士課程に
データサイエンスコースを新設

大学院生・
留学生の生活支援、
アントレプナー
・プレゼンスキル
教育（高度医療人材養成拠点形成事業と連動）

研究医を目指
す大学院生と
若手医師を
指導・育成

データサイエンス・先端医科学・人文社会科学を融合した

研究開発エコシステム

精神疾患の患者数↑↑↑

神経変性疾患の患者数
↑↑↑

心理的負担に伴う多大な社会的喪失、不適切な環境要因、生活習慣、加齢による脳の適応力低下

精神科、脳神経内科、小児科、心理学、教育学、最先端の脳科学研究を統合し
生涯にわたる脳の健康、成長、社会適応、レジリエンスを追求する学問分野の提唱

医薬系、情報系、工学系、社会人文系、企業の研究者が従来の枠を
大きく超えて参画し、創薬、疾病予防、生活・教育様式の
変革などを通じて、生涯にわたって脳を護り
未来社会の創造へつなげる

現代社会の根本問題：

生涯にわたって出現し、大きな社会的損失を生む、脳とこころを取り巻く未解決な課題

サテライトラボ・海外事務所・協力拠点の設置

カリフォルニア大学
アーバイン校
サテライトラボ

藤田医科
大学

参画機関

テュービンゲン大
名古屋大 等

10年後の大学ビジョン：世界トップレベルの精神・神経病態研究拠点を形成し、唯一無二のアカデミア創薬エコシステムを確立する

エコ
システム

研究

教育

国際
化

利益の
一部を
大学の研究費に

先進医療実現 海外治験

ハンズオン

国内・海外
ベンチャーキャピタル

(株) フジタ・イノベーション・
キャピタルなど

投資

海外展開

ビジョンを
達成する

ための戦略1

戦略4戦略2

戦略3

Fujita 
Mind-BRIDGe

強みの領域：国内最大規模患者ゲノム
サンプル,  患者由来iPS・オルガノイド, 
国内最大規模教育病院の患者データ, 

創薬シーズ探索とリード
化合物の同定等

地球規模の課題：統合失調症・双極症・アルツハイマー病など 脳とこころの病



実施体制

名古屋大学

精神・神経医療研究センター

奈良先端科学技術大学院大学

量子科学研究開発機構

豊橋技術科学大学

藤田医科大学

生理学研究所

ニホンザル

ヘルシンキ大学
テュービンゲン大学
カーディフ大学

マサチューセッツ工科大学
カリフォルニア大学アーバイン校

デューク大学
ノースカロライナ大学

シンガポール南洋理工大学
香港科学技術大学

アントレプレナー教育

大塚製薬

住友
ファーマ

教育学産
製薬・中核
企業群

浜松医科大学

神経機能分子解析施設
(光分子解析施設)

質量顕微鏡(マスイメージング)

岐阜薬科大学

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

心理学

海外展開

FUJITA発
スタートアップ, 

ベンチャーキャピタル
(株) フジタ・

イノベーション・キャピタル,
フジタTTインパクト1号ファンド

海外
ベンチャー

キャピタル(VC),
バイオテック

産学
連携

10年後の大学ビジョン

世界に類を見ないアカデミア創薬エコシステムを確立

提案
大学

連携
大学

参画
大学

参画
大学

産官学連携
推進センター,

橋渡し研究シーズ
探索センター等

研究センター群,
学部・研究科群,
大学病院群 等

学内横展開

Fujita Mind-BRIDGe

データサイエンスを基盤としてシームレス
な研究と社会実装を一気通貫に推進できる
先端医学分野に特化した産学
地域連携型の精神・神経病態研究拠点

(精神・神経病態解明センター)

イノベーション
センター



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

目標項目
10 年目

2029
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

戦略２
サステナ
ブル研究の

推進

戦略４
大学の

グローバル
ブラン
ディング

戦略３
人材の
育成と
キャリア
パス形成

Fujita Mind-BRIDGe:「世界に類を見ないアカデミア創薬エコシステム」の確立に向けた10年計画

戦略１
研究開発
エコシステム
を担う
拠点の実現

・精神・神経科学領域に
おける社会の課題に対
応する研究テーマの設
定と研究推進

・次世代医療開発準備
・アカデミア創薬プラッ

トフォーム構築
・橋渡し研究シーズ探索

の強化

・知財化や企業・スター
トアップとの産学連携
が展開

・標的疾患シーズの実用
化など臨床応用の開始

・標的疾患の超早期発見
システム等の新技術の
社会実装

・スタートアップ創出
・アカデミア創薬の成

功事例の実現
・国際的研究ネット

ワークの確立
・研究成果が実用化さ

れ、社会課題解決に
つながる貢献が行わ
れている

・3年目を目処にシステ
ム等を学内横展開（他
目標項目も）

・AIを活用した診断・層
別化手法の開発

・リアルワールドデータ
(RWD)解析

・産学連携の深化

・各人材の増勢達成。研
究医、データサイエ
ンティスト、留学生
については29年度か
ら倍増を達成。

・ 帰国した若手医師が
ジュニアPIの研究医
に。国際頭脳循環プ
ログラムを確立

・サテライトラボ・海外
協力拠点の設置

・留学生・外国人研究者
の受け入れ強化

・海外著名研究者から構
成されるアドバイザ
リーボード設置

・国際シンポ実施

・サテライトラボ・協力
拠点を介する研究ネッ
トワーク確立

・アドバイザリーボード
による定期的評価

・本事業のノウハウやシ
ステムを学外へ展開

・同年までに留学生20名、
外国人教員5名受入

・ アドバイザリーボー
ドが適宜更新・拡大
し、評価に基づく改
革実施

・ 帰国した研究者・留
学生が次の海外出身
研究者・留学生をリ
クルート

・研究者が導入された
研究設備について相互
に利用を行っている

・ワンルーフでゲノム
から臨床・創薬までを
一気通貫にカバーする
研究体制を実現

・同年までにTop10%論
文数16.9%達成

・「精神・神経病態研究拠
点」や連携機関等におけ
る研究設備の導入

・研究拠点拡大委員会の設
置など研究体制構築

・連携・参画機関との協力
体制の構築を実施

・研究成果が医療や健康領
域において実用化され社
会課題解決に貢献

・一気通貫研究が拡大
・ノウハウの提供や分野横

断的・学際的な研究展開
等により、幅広い医学領
域における研究が推進

・メタボロミクス、空間
的遺伝子・タンパク発
現などマルチオミック
スを駆使した分子・細
胞 生物学的解析の体
制整備

・イメージングシステ
ムをオープンラボ・
共通機器施設・動物
実験施設に導入し、
組織学的・機能学的
解析を強化

・データサイエンスラボ
整備

・質量分析装置（藤田医
科大）、マスイメージ
ング装置(浜医)、7T-
MRI (生理研)等、各大
学・機関に解析装置の
導入

・サテライトラボへの若
手研究者の短期留学を
開始

・海外協力拠点の機能強
化

・留学生・外国人研究者
の支援

・各取り組みを継続し
実施

・国際化に関するシス
テムやノウハウにつ
いて学内横展開を本
格的に行う

・アドバイザリーボー
ド中間評価

・各取り組みを継続
し実施

・海外研究ネット
ワークを強化

・アドバイザリー
ボード評価に基づ
く改革実施

・橋渡し研究シーズ探
索を加速。岐阜薬科
大学と新規化合物の
合成・評価を本格化。

・前臨床試験の実施お
よび臨床試験への移
行準備

・研究医、ジュニアPI、
データサイエンティス
ト、若手研究者、研究
技術員、URA等 の登
用・養成の開始

・大学院生の教育（アン
トレプレナー・プレゼ
ン等）及び支援

・研究医、データサイエ
ンティスト等支援を本
格化。研究医の臨床業
務軽減を達成

・研究技術員養成プログ
ラムを本格稼働

・ジュニアPIを含めた若
手研究者の育成体制を
強化

・海外拠点との人材交流
プログラムを本格的に
稼働。

・URA室を拡充し同
年までにURAセン
ターを設置

・研究医養成プログ
ラムの拡充

・大学院生や若手研
究者の海外シンポ
等参加を積極支援

・研究医10名、ジュニ
アPI 4名、データサイ
エンティスト10名、若
手研究者10名、研究技
術員16名、URA5名を
育成、適宜プロモー
ション実施。

・研究医をめざす若手研
究者が海外に留学

・心理学・教育学との統
合研究を展開

・新規化合物のスクリー
ニング強化

※期間を通じ当該年度以
外の計画も可能なもの
は実施する場合がある
（他の目標項目も同
様）

取組内容の時系列イメージ

アウトカムⒶ

アウトカムⒷ

アウトカムⒸ

アウトカムⒹ



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

① ハイインパクト研究成果の導出 ・提案大学の「精神・神
経病態研究拠点」や連携
機関の「神経機能分子解
析施設」等において研究
設備の導入を進めている。
・前述施設において研究
体制の構築を進めている。
・連携・参画機関との協
力体制の構築を実施。
・Top10%論文割合直近
３年で13.8%

・前述の施設群において
研究者がそれぞれに導入
された研究設備について
相互に利用を行っている。
・ワンルーフでゲノムか
ら臨床・創薬までを一気
通貫にカバーする研究が
実施可能な体制が構築さ
れて研究が展開されてい
る。
・精神・神経科学分野に
おけるハイインパクト
（Top10%）研究成果の
量が増加。

・研究設備の相互利用が
拡大しているほか、適宜
機器の更新等が行われ最
先端の解析ができる体制
が維持されている。
・ゲノムから臨床・創薬
への一気通貫研究が継
続・拡大されている。
・学内の研究センター群
等に対する各種ノウハウ
の提供や分野横断的・学
際的な研究展開等により、
がんや再生医療、感染症
など幅広い医学領域にお
ける研究が推進されてい
る。
・ハイインパクト
（Top10%）研究成果の
量が増加し20%に。目
標機関(東大IRCN)のレ
ベルを達成。

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②
精神・神経科学関連分野でのTop10%
論文数割合 [分野補正値] 

13.8% 14.5% 15.1% 15.7% 15.7% 16.9% 20.0%

※本指標は令和7年10月時点のもの



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

①② 研究成果の社会実装 統合失調症、双極症、依
存症、認知症、パーキン
ソン病などの精神・神経
科学領域における社会の
課題に対応する研究テー
マの設定と研究推進

前述の領域において研究
成果の知財化や企業・ス
タートアップとの産学連
携が展開している。

研究成果が医療や健康領
域において実用化され、
社会課題解決につながる
貢献が行われている。

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

該当なし

※本指標は令和7年10月時点のもの



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓒ 申請時点 ５年後 10年後

① 人材育成 ・研究医、データサイエ
ンティスト、若手研究者、
研究技術員、URA教員等
の必要な人材についてリ
クルートの準備を進めて
いる。
・必要な人材についてプ
ロモーションなど待遇面
を整備を進めている。

・必要な人材について事
業の目標達成に必要な数
の雇用・受け入れを完了。
・適宜プロモーションを
実施。
・研究医をめざす若手研
究者がポスドクとして海
外に留学。

・必要な人材について適
宜、リクルートやプロ
モーションを進める。
・研究医をめざす若手研
究者がポスドクとして海
外に留学。
・海外留学を終えた若手
医師が帰国しジュニアPI
の研究医として研究を開
始。

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
研究医数 [本事業で採用する人員の累
計数] 0名 4名 4名 8名 9名 10名 20名

①
ジュニアPI [本事業で採用する累計
数; カッコ内は大学での総数]

0名
(4名)

4名
(8名)

4名
(8名)

4名
(8名)

4名
(8名)

4名
(8名)

8名
(12名)

①
ポスドク・特任助教 [本事業で採用
する累計数] 0名 10名 10名 10名 10名 10名 12名

①

データサイエンティスト数 [本事業で
採用する累計数；カッコ内は計算科
学部門での総数]

0名
(8名)

2名
(10名)

4名
(12名)

6名
(14名)

8名
(16名)

10名
(18名)

20名
(28名)

①
研究技術員数 [本事業で採用する累計
数；カッコ内は提案大学の総数]

0名
(5名)

16名
(21名)

16名
(21名)

16名
(21名)

16名
(21名)

16名
(21名)

16名
(21名)

①
URA教員数 [本事業で採用する累計
数；カッコ内はURA室配属数]

0名
(5名)

3名
(8名)

3名
(8名)

3名
(8名)

5名
(10名)

5名
(10名)

5名
(10名)

アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓓ 申請時点 ５年後 10年後

① 国際化 ・英語の教育・研究環境
の整備・強化（追加URA
教員の人選等）の準備を
進めている。
・海外からの研究者のリ
クルートの準備を進めて
る。
・海外からの留学生（イ
ンターン生含む）の受け
入れ体制の強化を進めて
いる。
・海外の著名研究者から
構成されるアドバイザ
リーボードを設置準備。

・英語の教育・研究環境
の強化が完了している。
・海外出身の研究者や留
学生（インターン生含
む）の受け入れが進んで
いる。
・アドバイザリーボード
が構成され定期的（年一
回程度）に会合をハイブ
リッドまたはオンライン
形式で開催している。
・提案大学や連携機関の
他部局に、国際化に関す
るノウハウの共有やシス
テムの導入を進め、大学
の国際化のための基盤を
強化する。

・英語の教育・研究環境
の強化が完了している。
・海外出身の研究者や留
学生（インターン生含
む）の受け入れが進んで
いる。
・アドバイザリーボード
が構成され定期的（年一
回程度）に会合をハイブ
リッドまたはオンライン
形式で開催している。
・提案大学や連携機関の
他部局に、国際化に関す
るノウハウの共有やシス
テムの導入を進め、大学
の国際化のための基盤を
強化する。

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
留学生数 [本事業で受け入れた人員の
累計数；カッコ内は精神・神経病態
解明センターでの総数；*大学全体]

0名
(8名)

5名
(13名)

10名
(18名)

15名
(23名)

20名
(28名)

20名
(28名)

50名
(58名)

①

外国人研究者数 [本事業で採用された
人員の累計数；カッコ内は精神・神
経病態解明センターでの総数；*大学
全体]

0名
(6名)

1名
(7名)

2名
(8名)

3名
(9名)

4名
(10名)

5名
(11名)

10名
(16名)

アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

研究の新規性、独創性を生み出すために講じた取
組の状況

・拠点構成員全員参加
のもと研究者が進捗報
告しフィードバックを
得る「プログレスセミ
ナー」を開催。
・オープンファシリ
ティセンターが先端的
解析技術の研究への適
応について研究者にア
ドバイスを提供する研
究相談を実施。

「プログレスセミ
ナー」、OFC研究相談
に加え、世界の一線級
研究者からのアドバイ
スを反映。

内部・外部からの質の
高いフィードバックに
より新規性・独創性が
拠点全体で高まる。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

競争的研究費獲得数 1.0倍（252件） 1.25倍（300件） 1.5倍（375件）

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

世界の一線級の研究者との能動的な交流の状況
（世界最先端の研究の参画につながる国際研究
ネッワークの構築）

・ノーベル賞受賞者を
含む世界一線級の研究
者が講義するFujita 
Neuroscience Forum 
(FNS) を開始。
・国際シンポジウムに
もオンサイトで招聘。

・FSNや国際シンポジ
ウム等への招聘を継続。
国際アドバイザリー
ボード委員として本事
業について評価やサ
ジェスチョンを得る。
・国際共同研究が実施
される。

・FNSや国際シンポジ
ウム等への招聘を継続。
国際アドバイザリー
ボード委員として本事
業に関与。
・国際共同研究で成果
が導出される。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

Top10%論文率 13.8% 16.9% 20.0%

※本指標は令和7年10月時点のもの



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

【共通指標区分：社会実装に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

能動的なニーズ・シーズの探索状況 「研究シーズ探索セン
ター」を介し、「学内
研究シーズ・ニーズ発
表交流会」、「C-
DAM」等の学内外プ
ラットフォームにおい
て研究シーズを探索体
制を構築。

研究シーズ探索セン
ター」を介した「研究
マッチングフォーラ
ム」、「C-DAM」等
をプラットフォームと
した研究シーズ探索が
学内および学外で展開。

研究シーズ探索セン
ター」を介した「研究
マッチングフォーラ
ム」、「C-DAM」等
をプラットフォームと
した研究シーズ探索が
さらに進展し、学内お
よび国外を含む学外で
展開。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

企業との共同研究件数(累計数)
0 件

(本事業での累計件数) 3件 5件

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

橋渡し研究の展開 ・藤田医科大学が文科
省「橋渡し研究支援機
関」に認定。橋渡し研
究推進のための資金を
調達。

藤田医科大学及び他学
「橋渡し研究支援機
関」からの資金調達を
拡大する。

・「橋渡し研究支援機
関」等からの資金調達、
「産学連携推進セン
ター」等による
実用技術の企業導出の
達成。
・ベンチャーキャピタ
ルより事業化のための
ファンディングを得る。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

外部資⾦調達・ 被支援件数 1件 10件 25件

※本指標は令和7年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）


